
幕末肥後における当道座

熊本史学会Ｈ20.12.6緒方晶子

はじめに

当道座…『平家物語』を語る盲目の琵琶法師の同業者組織の事

○三つの主要な組織

①階級制度…当道の職階は検校・別当・勾当・座頭の四官、それが十六階七十三刻の段

階に細分化→一般的には検校・勾当・囚度・衆分・打掛・初心（無官）程度

②師弟制度？､近世に入り、官金の経済的意味合いが強くなる→弟子の官位を座に取り

次ぐ事が師匠の主要な役割

③全国の支部組織…京都を中心とする、諸国に制度化された支部組織を通じて、全国の

座員を支配

③に関して、肥後にも支部組織あり→現在永青文庫に遺されている史料から、まずはそ

の実態について述べてみたい。当道座に対して、肥後における支部組織には、ここでは便

宜上「肥後当道座」の名称を用いる

く肥後当道座に関する史料＞

①「座頭帳」…文久３年から明治３年までの、肥後当道座及びそれに関する記録

②「達帳」「讃談帳」…文政四年以降の、肥後当道座の座本・聞役など役付の者の任命に

関する記録、賞美の記録

③「御奉行日記抄出」.．'･元禄年間の、当道座と盲僧との確執、藩の方針を窺わせる記事

一、肥後当道座の成立について

「官位院号袈裟停止」（延宝２年）…盲僧が一派を存立する事は許したが、院号・官位・袈

裟衣および一切遊芸をもって渡世することを禁じ、古来の琵琶を弾きながら地神経を読論

する祈祷職で渡世することだけを許された

↓

肥後でも盲僧の取り締まり…延宝３年当時、盲僧総数３１６人（実際は３１３人）に対して

取調。この時処罰（入篭）された者は１５１人

○「御奉行日記抄出」…「響者之事」元禄元年、同２年の記事

・元禄元年５月…そのまま地神経を読みたい旨を山鹿の７人の座頭が訴えた件について

→肥後では平家派（当道）になっては地神経は禁止。「御家老中」に相談した所、全て

仏説盲目（盲僧）は頭もなく支配体系もないので、肥後では「停止」であり、それでも

仏説派になりたければ追放にしようと思う。追放の是非を江戸へ相談

・元禄２年10月…平家派になった４人の座頭が､やはり盲僧へ派替をしたい旨を訴え。
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結果、この内の２人は追放

二、肥後当道座の組織

（－）役職

座本１人…藩から任命。五人扶持

間役２名…藩から任命。一人半扶持

物書１名…晴眼者

吟味役10名…座の利益に反する者を自主的に取り締まる者＝「外索方」？

組頭…地域によって１０人から３０人ずつ組を立てる。組内からしかるべき人物を選ぶ。

藩内に８１組位、府中に数組（４０人位）存在。「骨折賃」は一銭もない

幕末の肥後当道座には700人弱の盲人が加入

○座本・聞役の資格

大勢の座頭の「抑揚」が出来る者、座頭が「戴よい者｣、ある程度の財力のある者、組頭・

聞役などを長年勤め座怯に詳しい者、兄弟弟子など同派（肥後には六派あるとされる）で

ない者、出来れば熊本町在住の者

肥後当道座内の役付及び、当道座内の官位→藩内における「身分」変化。四度以上にな

ると、座頭は町方支配から抜け、奉行所の直接の支配に変わる

（二）肥後当道座の仕事

①札の渡し

②無札芸人の検挙

③配当金の分配

④官金の手配

⑤肥後藩と、肥後藩内座頭の間に入ってのスムーズな連絡

⑥相互扶助

三、座頭の活動

（－）座頭の職業

「鍼治導引琵琶琴三味線売卜」「音曲祈祷などを渡世の業」「小唄三味線指南」「琴三味線指

南」「芸業または竈祓い按摩など」「小唄三味線指南」「門弾き」「土用祓針袷按摩」→芸

業と宗教的活動、医業。「盲人と生得の芸業を嫌い、針治導引などの稽古をし、その末医家

の門人となり変業する者もあり」本来は芸業が主と考えられていた

芸能と宗教の境界は暖昧→藩当局も、確固とした認識は持っていなかったのではないか

.「祈念方」の座頭が官職についているかどうか諮問とその返答（安政５年１０月）
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．±御門家（陰陽道の本所）から運上金を払うように要請有（文久３年）

（二）座頭の努力

座頭は「視覚障害者」であり、農業などの生産に携わる事だ出来ない「社会内弱者」_生

活は困窮

１生活向上について

①「乍恐奉願覚」（文久３年５月：御国中座頭組頭共→座本）…施物一律徴収の願出→７

月４日。不許可

②「乍恐奉願口上之覚」（元治元年５月：座本／聞役／勾当／四度→藩）…響女も座仲間

に加えたいとの願い出→６月２７日、「是迄致来不申事を願候」として不許可

③「口上之覚」（元治元年十月：国中座頭共→座本）…無礼の素人芸人の市在への門弾き

禁止と門弾きの際の施物増加の願い出→１１月１３日､表立って市在に達を行う事は叶

いがたいとして却下。しかし盲人の事で大変だろうから、奉行所から少しでも施物を

出すように御郡御支配方へ話を通す事にする

④「乍恐奉願口上之覚」（元治２年･慶応元年正月：御府中座頭中→座本)…どこかの｢御

間」から三十貫目を拝借して金貸しをしたい事、願い出→拝借の願い出は却下。但

し、自身の才覚で「貸殖」するのは勝手次第

⑤御救米拝領の願い出（座本→藩）…慶応元年１０月１３日､６人。慶応２年２月、１３人。

明治２年６月、１２人→いずれも許可

⑥「奉願口上之覚」（明治２年８月：座本→藩）…国中門弾き許可徹底の願い出→９月

８日、御郡方へ通達

２将来について－「伜共」の事一

①「乍恐奉願口上之覚」（文久三年四月：星沢勾当→藩）…子供に帯刀をさせて欲しい事

を願い出→６月１５日に、検校・勾当の子は生所の人数に加わる取り決めなので、苗

字帯刀はもちろん武芸稽古も禁止として却下

②「乍恐奉願口上之覚」（文久３年５月：聞役／座本／四度／勾当→藩）…「伜共」をど

んな御役でもいいから御奉公させて欲しい事、願い出→結果は不明

③古庄勾当養子縁組願い（慶応３年）…１２月４日に却下。「御昇組」の家に養子にやる事

については、古庄勾当の子弟は「高瀬町人数之もの」なので「御切米取」の養子取組は

叶い難い

３宗教的職業拡大策

①「口上之覚」（元治元年８月：座本→藩）…弁財天祭祀の願い出→慶応元年２月、「御

先代様より座頭座本江被為拝領候弁財天神前ニおゐて天下泰平御国家安全之ため､例年
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春秋両度盤若心経修行いたし来候」との記録あり。許可されたか

４芸業について

①「乍恐奉願口上之覚」（慶応３年３月：元一→座本）…芸業向上と官途手続きのため上

京（旅行）の願い出→座本から藩に上申され、４月１日に許可

四、肥後当道座の性格一当道座と「肥後当道座」の関係一

（－）年始門松建方願い

門松建方…古庄勾当が初めて願い出て許可。その後四度になった祝いに文久元年に宮村

四度、慶応元年に本田四度、慶応二年に藤吉四度と西本四度がそれぞれ願いを出して許可

慶応元年１２月、座本若一も門松建方の願いを提出→１２月２５日許可

（二）座内座順問題一件

座内の集まりにおいて、座順を高官座頭と座本聞役が争った一件

○已待の際の座順について

慶応元年閏５月に、座本間役から藩に座順について訴え→今までは上座だったのに、「巳

待」の会合では、当道の座順をもって下座になった→＋二月廿九日付で「座本井聞役之

儀は御国法を以被立置候事二付、一統座着之節、以来官職二不係向座二座着いたし候様、

可申達旨候間左様可被相心得侯、以上」申渡し

○「祝礼受方」の際の座順について

慶応元年１２月に四度に昇進した本田治部一の祝礼の際の座順について、座本間役から藩に

訴え→明治３年５月晦日、座本間役の言い分を全面的に認め「官職二不係向座」を決定

おわりに

肥後当道座

・近世期肥後藩の中で行政組織の一部として機能

・行政に組み入れられる事で、当道座に対しても一種の独自性を持った

・肥後藩と当道座という二つの権威を背景に、座本を中心として、座員一丸となっての、

主に生活向上のための様々な活動

・座内の平和と座員の権益を守る事が肥後当道座の役目であり、それはある程度成功か

（経済的な面での保証がしっかりなされたとは言えないが､座員にとっての精神的な支

柱）
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肥後における当道座について

熊本史学会Ｈ２０１２６緒方晶子

はじめに

当道座とは、『平家物語』を語る盲目の琵琶法師の同業者組織の事である。室町時代を通

じて行われた語り物「平家」の芸能座であり、大小様々な団体がそれぞれに活動していた

が、天文の頃に当道座の統一が行われた。徳川家康が征夷大将軍に任じられた慶長人年、

惣検校（当道の最高責任者）の伊豆円一は、家康から当道座の保護を得る事に成功してお

り、当道座は江戸時代に全盛期を迎えた。幕府の保護の下でその制度を整え、職業も平曲

の他に箏曲・三弦（三味線）・鍼灸・按摩・金融業が加わった。江戸時代の当道社会は職検

校とも総検校とも呼ばれた最高権威者に統括され、京都の職屋敷が本拠地となる。最高権

威者は極老と称し、極老・二老・三老の三人の検校が当道座内の政務を執り、他に七人の

検校が加わって、重要事件を合議制で処理した。当道には治外法権的な自治権があり、当

道座の座員の犯罪は、死刑・遠島のような重罪でも、内部で裁断処刑を行ったとされる。

当道座は三つの主要な組織から成り立っている。その第一は階級制度､第二は師弟制度、

第三は京都を中心とした、いわば諸国の当道座支部制度である。

階級制度については、当道の職階は検校・別当・勾当・座頭の囚官、それが十六階七十

三刻の段階に細分されるとされており、座入した盲人は官金と呼ばれる上納金を座に納め

る事によって官位を上っていった。ただし、近世に入って、座の内外で一般的に用いられ

た階級区分は、検校・勾当・四度（在名）・衆分・打掛・初心（無官）程度であり、座頭と

いう階級は､座入した盲人を指す一般名詞にもなっている。座内に定められたこの階級は、

官金の座内への配分法を表すものでもあり、全国の座員から納められた官金は、座の運営

費を除いて－部は座員の相互扶助の費用に当てられ、残りは「下物」として検校・別当・

勾当に分配され､座内上層階級の主要な資金源となった｡下層階級には官金の分配がない。

この官位に伴う利権のためにも、座員は無理をしてでも官位を得るために官金を納めたの

である。また座員の官位はある程度外の世界の社会的地位にも反映したため、地位向上の

ためにも官位昇進は座員の等しく希望するところともなった。これに対して、下級座員の

利益（当道座に入る意味）は、盲人芸能者として活動する権利の保障と、吉凶の際の施物

徴収の体制的公認にある。この吉凶の際の施物の徴収を「配当」といい、「乞食」が時を選

ばず常時物乞いをするのとは異なって、盲人が配当を受けるのは特定の吉事・仏事の際に

限られていた。この配当を受ける吉凶の種類や配当額は諸国の慣習によって異なっていた。

師弟制度は、本来芸能の伝授を媒介として結ばれるものであり、官位は弟子の芸能の技

量が一定の段階に達した事を表示するために、師匠の取次ぎによって座から弟子に与えら

れるものであった。しかし近世に入り、官金の経済的意味合いが強くなってくると、弟子

の官位を座に取り次ぐ事が師匠の主要な役割ともなってきた。加藤康昭は、「名を付たる」

師匠（官位取次ぎの当道の師匠）と「物教たる」師匠（芸能の師匠。当道に属する）とに

分離していた事を指摘している。盲人が座に入って官位を得ようとすれば、必ず師匠に付
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き、その師匠に官位を取り立ててもらわなければならない。このように当道の階級制度は

師弟の関係を媒介として成立しており、師弟の結合は当道座の構成の重要な要素であった。

この階級制度と師弟制度は、厳しい上下関係（座内身分制度）の徒に貫かれていた。例

えば、儀式や寄合などの会合の際の着座の位置は階級序列によって厳格に定められており、

挨拶のやりとりは、その言葉まで決められている。検校の住居の前を勾当以下の者は、馬・

駕篭で乗り過ぎることは許されない。勾当・四度（在名）の住宅前を衆分以下の者は同じ

く乗打を許されない。座中の者が路上で出会った場合にはい下官の者は座上位者に対し笠

を取り、木履を脱ぎ、二度礼をする、などである。また芸能に優れた初心・打掛（衆分の

末座）に芸の所望があったとしても、座上の衆分にことわりなくして芸をしてはならない

など、階級上位者が芸能のなわばりの優先権を有していた。

さらに当道座は京都職屋敷を頂点として、諸国に制度化された支部組織を通じて、全国

の座員を支配していた。加藤康昭によれば、一般には各藩には一名の支配役がおり、その

下に城下町には座元、郡中には組頭若干名を置き、領内の座頭を幾組か編成して支配して

おり、このような支配の仕組みは元禄初期に作り上げられたという。

以上の階級制度、師弟制度、全国的な支部組織の成立によって、京都職屋敷は幾重にも

構成されたヒエラルキーの頂点に立って、全国の座員を支配していたとされている。しか

し、実際に地域で当道座がどんな活動をし、それが近世期の社会の中においてどのように

展開していったのかは、これまであまり明らかにされていない。当道座で活動していたの

は盲目の、表向きは芸能者であり、彼らは地域社会においてどのような位置にあったので

あろうか。座頭は芸能や宗教、福祉、身分制の問題などとも密接に絡んだ存在である。地

域社会の中で活動した当道座の実態を探る事により、社会構造の在り方がより明らかに出

来るのではないかと考えられる。

当道座の支部組織は近世期の肥後にも存在しており、現在永青文庫に過されている史料

から、まずはその実態について述べてみたい。なお、当道座に対して、肥後における支部

組織には、ここでは便宜上「肥後当道座」の名称を用いる。

く肥後当道座に関する史料＞

永青文庫に適された史料の中で、肥後当道座に関して今回用いた史料は、「座頭帳」「達

帳」「讃談帳」「御奉行日記抄出」である。

特に「座頭帳」は文久三年から明治三年までの、肥後当道座及びそれに関する記録であ

り、藩と肥後当道座とのやりとりの様子が判って興味深い。内容は、官金為替取組願い・

吉凶の際の配当の事・芸能公演許可願い・生活向上の陳情・門松建方願い・事件の報告な

どであり、詳細は後述する。

「達帳」「讃談帳」には、文政四年以降の、肥後当道座の座本・聞役など役付の者の任命

に関する記録、賞美の記録がある。

また当道座は、同じ盲目の集団であるが、寺院に属する「盲僧」と呼ばれる者達と対立
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し､権力闘争を行っていたが、「御奉行日記抄出」は元禄年間の、当道座と盲僧との確執と、

この問題に対する藩の方針を窺わせる記事がある。

－、肥後当道座の成立について

延宝二年、幕府から盲僧に対して［官位院号袈裟停止」の触れが出された。これは延宝

元年十二月に、小倉藩の城中において藩主を前にしての当道座香坂検校と盲僧寿光院との

座順を巡る口論に端を発した、両派の対決に対する幕府の判決である。幕府は、盲僧の「由

来」を全くの虚偽であるとする当道座の一方的な主張を取上げ、盲僧の言い分を退け、以

後は当道座の下知に従うべきであるとの裁許を下した。この触れにより、盲僧の存在自体

は許したものの、院号・官位・袈裟衣および一切遊芸をもって渡世することを禁じ、盲僧

の職掌は古来の琵琶を弾きながら地神経を読調する祈祷職で渡世することだけとなった。

これにより、肥後でも盲僧の取り締まりが行われた。「幕府の決定を盲僧に伝え、それを

守らせること、色衣色袈裟、補任、院号免許を取上げること、今後色衣色袈裟、検校など

を名乗る者については五○日間の入牢を命じる」（『肥後の琵琶師』Ｐ49）事が決定し、延宝

三年当時、盲僧総数三百十六人（実際は三百十三人）に対して取調を行っている。この時

処罰（入寵）された者は一五一人である。

その後の状況を窺う史料として「御奉行日記抄出」の中の「著者之事」という元禄元年、

同二年の記事がある。

元禄元年五月に、盲僧は今まで小弓三味線浄瑠璃などは語らず無芸であり、今からでは

稽古も出来ないので、そのまま地神経を読みたい旨を山鹿の七人の座頭が訴えてきた。こ

れに対して、平家派（当道座座頭）になっても「官九ツ」までは地神経を読み、三味線小

弓を引いて渡世をしてもよい所があるが、肥後では平家派になっては地神経は禁止である

事、さらには「御家老中」に相談した所、全て仏説盲目（盲僧）は頭もなく支配体系もな

いので、肥後では停止であり、それでも仏説派になりたければ追放にしようと思うが、そ

の是非を江戸へ相談するとの事が記されている。

また、元禄二年十月には、平家派になった長善（飽田郡弓削村）・慶雲（糸山村）・恵輪

（大田尾村）・宗善（西木村）の四人が、やはり盲僧へ派替をしたい旨を訴えてきており、

その処分を皆川検校が奉行所に求めている。結果、意思を変えなかった慶雲と宗善は追放

になっており、元禄元年の「御家老中」に相談した追放処分が、ここでは認められている

事がわかる。「御家老中」の判断であると思われるので、幕府の触れ以来、盲僧は肥後では

「停止」であるとするような強硬姿勢が肥後藩としての姿勢である事が窺われる。肥後藩

は盲目の人々を支配するために「当道座」を選択したのだと考えられる。こうして徐々に

「肥後当道座」というものの整備が進んで行く事になった。

なお、地神経読みなど宗教的行為については、「座頭帳」内では、座頭の職分として当然

の行為として記されているので、肥後当道座はおそらく年とともに制度を整え、或いは政

策の転換などによりその姿を変化させてきたという事が考えられる。
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二、肥後当道座の組織

（－）役職

肥後当道座は、座本一人を頂点に、聞役二名、物書一名、吟味役十名を置く。また地域

によって十人から三十人ずつ組を立てて、組内からしかるべき人物を選び、組頭とし、組

中の取りまとめを行わせる。「座頭帳」によると、幕末の肥後当道座には七百人弱の盲人が

加入している。

座本・聞役は藩から任命され、それぞれ五人扶持、一人半扶持が下される。

物書は座中内運営に際して～文書などを作成する晴眼者であろうと思われる。

吟味役については、慶応二年三月、禁止されている「新風之小唄取灘子」をしたという

事で座頭に訴えられた安達幸右衛門の釈明文の中で二回だけ出てきた言葉であり、座の利

益に反する者の市中の取締りを行っていたものと考えられる。同様の事をしていた「外索

方」も文書内には出てくるが、同じものかどうかは現在のところ不明である。

組頭については、慶応元年二月、「天下泰平御国家御長久」のために「組中打寄氏神又は

組頭宅二て般若心経奉読諦」その祈祷札を座本宅に納めたとの記録があるが、その中に札

を納めた座組の名前が列記してある。おそらく藩全域を網羅していると考えられるが、そ

れによると、少なくとも藩内に八十一組、府中に数組（四十人）存在している事が判る。

組頭には「骨折賃」は一銭もないが、まずは組頭を数年して座法（法度や習慣）を呑み込

み経験を積めば、役付になれる可能性が開けている。

座本・聞役の選出には大体二種類の推薦方法が採られている。一つは藩内の座頭が、座

元または聞役を通じて推薦するという方法であり、二つ目は検校・勾当など当道内官位上

位者が、藩に直接推薦するというものである。この二つの方法を経て出された推薦状を受

けて、藩の横目が推薦された座頭の調査を行い、任命するという手順になっている。

「達帳」「讃談帳」によると、不適任者に対する評価は、「不怪酒好二て兼々暮方及困窮

候」（安政五年間役候補：早之一)、「人応接に無抜目仕懸候者=て、余り利口過候塩梅も有

之候哉=て、傍二はまや者杯と誹り、内心信用いたし兼候者も居候」（安政五年間役候補：

数衛一)、「酒給候得は気荒相成唱之趣も有之上、嘉永六年頃中山賀蔵より打榔二遭、疵杯

も請侯由」（安政五年間役候補：梶一)、「些偏屈生質二て持廻薄塩梅有之候」（安政五年間

役候補：采女一)、「当七月頃組頭之跡二相加り候付、座怯等委敷と申段二は至りかね居候」

（安政五年間役候補：秀一)、「相応=才覚も有之、先年暫組頭もいたし－躰之事物は相揃

居候由之処、此々唱之趣有之、傍二は不気受之者も有之」（安政五年座本候補：古庄勾当)、

「山鹿町二居住いたし候付、是迄座中之役向拝相勤候儀も無之由」（安政五年座本候補：星

沢勾当)、「琴指南一偏二いたし、大名方杯二は計多度出入いたし候由二候得共、兼々座方

付合は一切いたし不申、一手共咄合事等二付て寄合候節々も是迄罷出不申由」（安政五年座

本候補：直一)、「座本若ノー弟子兄弟之由二付、自然情之取計杯いたし、座頭共気受=差

障候様二は有之間敷哉」（文久二年間役候補：秀一)、「土台気六ヶ敷者之由二候処、不怪難
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題いたし、近年弟子中も過半相離候由二付、－躰之世話筋何程二可有之哉」（文久二年間役

候補:高雄一)、「至て貧二て住所之定も無之程之事二付､応兼可申由」（文久二年間役候補：

千之一)、となっている。

また座本間役には「高官之者江被仰付度段、先年京都より申来趣も御座候処、座本役は

大勢之座頭共抑揚をも仕事二付、其任二不叶者ハ難被仰付、強テ高官之者二限被仰付候儀

ハ難成」事であり、不適任者の評価とあわせて、座本間役の資格は、大勢の座頭の「抑揚」

が出来る者、座頭が「戴よい者｣、ある程度の財力のある者、組頭・聞役などを長年勤め座

法に詳しい者、兄弟弟子など同派（肥後には六派あるとされる）でない者、出来れば熊本

町在住の者、などであると考えられる。

座本になるためには、特に国中の座頭の感情に配慮が為されている。ある程度の財力と

いう点は、前述のように一般に当道座は各藩に役所を置くとあるが、肥後においては、絵

図を見る限り決まった場所に役所があるわけではない。また、元治元年六月に座本から「於

京町、古賀家貞元より拝借被仰付置候地子屋敷、私譲受申度」との願書が提出されている

事から、座本に選ばれた者の居宅がそのまま「役宅」を兼ねており、また相互扶助の面か

らいっても、座本としてある程度頼りになる者を選んでいるのではないかと考えられる。

兄弟弟子など同派で固めないのは、以前同派の者が役に付いていた時に不公平の裁定があ

ったからだという。熊本町在住であるのは、座本・聞役は藩に出仕する機会も多いため、

藩当局との連絡が便利である事、また「在方出生之者は座頭役筋二は以前より内輪色々と

説を成シ候由」など障りがある事などが理由であると思われる。

以上のように、座本間役には、総じて座中の支配が円滑に治まる者を撰んである事が判

る。この選出に対する横目の調査はきめ細かい。

肥後当道座内の役付及び、当道座内の官位は、藩内の「身分」の変化をもたらす。四度

以上になると、座頭は町方支配から抜け、奉行所の直接の支配に変わる。例えば慶応三年、

座頭元一は旅行願いをまず座本若一を通して藩に許可を取るという手続きを踏んでいるが、

同じ旅行願いでも、古庄勾当になると、座本を通さず直接に藩に手続きが取れるようにな

っている。これは支配体系の変化であるが、この制度上の違いは、肥後藩内において、そ

の者の地域社会における「立場」を決定付ける重要な要素になり得たのではないだろうか。

弟子もない底辺の座頭は、家々を琵琶を弾いて廻り、米などを得る「門弾き」という活

動形態から「物乞い」として蔑視される風潮もあったが、上部の座頭はある程度の敬意を

もって遇される事になるのである。座員は当道座の官位を得るか、肥後当道座内で役付に

なるかすると、「立身出世」の道が開けていたと言う事が言えるのではないかと思われる。

（二）肥後当道座の仕事

①札の渡し…座員の芸業活動権利を守るため、座本印のある札を座員に渡す。毎年三

月中に、国中の座員を呼出し、御条目（座法）を読み聞かせ、札の引き換えを行って

いる。札は座員である事を示す必需品であり、札を毎年座本が授与する事は、必要事



項であると共に、座としての結束を強める重要な儀式であったと考えられる。度々無

札の者を取り締まる達しが出ている事から、座外には肥後当道座の権利を脅かす者が

多かった事が指摘されている。座員の権利を守るためにも、心情的にも座の結束をま

すます強くしていく必要があったと考えられる。慶応三年の時点で、「座頭」「本役」

の札料は二匁ずつ、「無官」「替女」は二分ずつとなっている。しかし諸事費用が嵩む

ため、翌年からは本役の札は三匁、無役・瞥女は一匁ずつになっている。またこの事

から札料は座の運営費に充てられた事が判る

②無札芸人の検挙…無札芸人の横行は肥後当道座にとっては生活圏の侵害であり、看

過できない問題であった。そのため、吟味役が市中を探索したり、座員が見つけて座

本に報告した無札芸人を、座本は住所と名前を表記した上で藩に届け出ている。また

実際の届出の前には、当人に懸合をしてやめるように勧告しているが、侮られる事も

多く、座頭の力だけではなかなか難しかった現状もあった

③配当金の分配…法事と御祝の時に藩から下されるものである。「座頭帳」に記載のあ

る凶事の配当は、文久三年四回・元治元年四回・慶応元年七回・慶応二年二回・慶応

三年五回・明治元年二回・明治二年一回・明治三年二回となっており、吉事の配当は

元治元年二回・慶応二年から明治三年までそれぞれ－回ずつである。凶事はほとんど

法事の事であり、吉事は藩主の任官昇進、跡継ぎの元服、婚礼などである。配当の座

頭への分配金額は決まっている。たとえば文久三年六月の「蓮,性院様三回忌」の時は、

勾当・囚度にはそれぞれ鳥目一貫ずつ、「御国中座頭共」へは鳥目三十賃下される。こ

の三十貢は銭に換算して二十八貫入百文であり、その内五百二十五文が奉納され、座

本・聞役に一貫四百四十文、物書に三百五十文分けられる。座本・聞役分は全体の二

十分の一と決まっている。残り二十六賞四百八十五文を、この時の総座頭人数六百六

十六人で割り、一人三十九文ずつが配当される。割り切れなかった五百十文は座本宅

で「御茶揚頂戴」となっている。無官の座頭にとっての配当金は微々たるものである

が、吉凶の際に藩から配当金を貰うという事は、座頭にとっては権利であり、藩から

当道座の由来を公認されたという意義を持っていたのではないかと考えられる。その

ため、どんなに少額でも座員には均一に分け与えられたのである

④官金の手配…まず座頭が官金を座本に納め、座本は奉行所に「為替取組」をしてく

れるように上申する。奉行所は大坂詰御勘定所に手続きを依頼し、さらに大坂から京

都御留守居役へ廻される。京都御留守居役は、その座頭の学問所（京都職屋敷に官途

の取次ぎをする検校）を呼び出し官金を渡すという手順になっている。京都職屋敷で

官途の手続きが済むと、「告文状」という新官位授与の封書が送付される。こうして座

頭は晴れて新たな官位を手に入れる事が出来る。座頭は生活に困窮している者も多く、

肥後など京都から遠く離れている地では、道中の危険や路銀の事など考えると、その

方が安全であり便利であった。大体年平均数人分十回程度の上申が行われている。ま

た幕末には官金が盛んになり、以前は一年で十両か二十両位だったのが、慶応二年に
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｜ま合計四百三十三両一歩二朱、慶応三年には合計六百十八両二朱となっている

⑤肥後藩と、肥後藩内座頭の間に入ってのスムーズな上達下達…後述するが、主に座

頭の陳情を藩に伝える役目がある

⑥相互補助…座本若一の代（文久二年から明治四年）になってから行われた「賞美制

度」がある。座員が犯した罪などを内済する場合には罰金を取る事になっていたが、

その罰金は座の資金として蓄えられ、座中で人を雇う際の賃金など諸雑費に使われて

いた。その一部を、座頭に対する賞美に充てる事にしたという。対象は、三十年しっ

かり勤め座中に貢献した組頭､師匠によく仕える者､夫によく仕える者となっている。

足りない分は若一が手出しをしている。実際に慶応三年二月に若一が提出した「口上

之覚」に文久三年から慶応元年までの記録がある。文久三年一名に銭三百文、元治元

年六名に銭五百文ずつ、慶応元年一名に五百文、一名に七百文の賞美となっている。

他地域にこのような制度があったかどうかは未調査であるが、座本が細やかに座員の

環境に配慮していた様子が窺える

（三）座内自治

一般に、当道座については自治権が認められていたとするが、肥後当道座ではどうだっ

ただろうか。

「御奉行日記抄出」に記載された、元禄七年の「座本口上書」によると、学都・菊都が

「出入ヶ間敷儀」（事件など）があった場合はまず座本に知らせて欲しい事、吟味をした上

で奉行所へ知らせたい旨を訴えている。これに対して奉行所では、座頭同士なら構わない

が、「常之者」（士農工商内の通常身分の者か）が相手の場合は別であり、また「関所押候

類」は認められないと返事をしている。

文久四年＝元治元年三月、座本から藩へ、座員珍歌の復権の願い出が出されている。珍

歌は元星の－という名前で「才敷衆分」の位にあったが、答めを受けて無官になってしま

っていた。以来行いが改まったので、座本からもう一度「星の－」と名乗る事と「才敷衆

分」より下の官位の「半打掛」にして欲しい旨を訴えたものである。この事から、座員の

官位も、座本が勝手に戻す事が出来なかった事が判る。残念ながら、この件に対する藩の

判断の記録はない。

また明治二年、座から外れて他国へ長く逗留していた者が再び帰って来て前非を悔い内

済を求めたので、座本において聞役立会いの下、逗留先で悪事を働いていなかったために

罰金によって内済しているという事例がある。「破関は大きな罪」ではあるが、稲崎検校が

座本の時に罰金によって内済している前例があるので倣ったとの報告が藩に為されている。

それに対して藩からは罰金を取って座本の裁量で内済する事は、以後はならず、必ず官府

の差図を受ける事を命じている。

さらに、宗門改めのキリシタン影踏は、「御町方根取中の記事」（宝暦六年）に曲内の座

頭に影踏をさせるべき事の達が出されている記事が載せられているので、それまで座頭は
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免除されていたと考えられる。

これらの事から自治は座頭支配のみであり、それも時代が下るにつれて徐々にその範囲

が狭められ、藩の支配が強化されていった事が指摘できる。肥後当道座が、藩行政により

強力に組み入れられたという事であろうか。

三、座頭の活動

以上のような制度の中で、実際に座頭がどのように活動したかについて述べる。

（－）座頭の職業

「座頭帳｣に書かれている座頭の活動内容を挙げると、｢鍼治導引琵琶琴三味線売卜｣、｢音

曲祈祷などを渡世の業｣、「小唄三味線指南｣、「琴三味線指南｣、「芸業または竃祓い按摩な

ど｣、「小唄三味線指南」「門弾き｣、「土用祓針治按摩」となっており、芸業と宗教的活動、

医業がその主なものである事がわかる。しかし「盲人と生得の芸業を嫌い、針治導引など

の稽古をし、その末医家の門人となり変業する者もあり」とあるので、本来はやはり芸業

を主とするものと考えられる。

ただその境界は暖昧であった。藩当局にしても、確固とした認識は持っていなかったの

ではないかと思われる。

安政五年（1858）十月に、「祈念方」の座頭が官職についているかどうか諮問とその返答

が行われている。一応芸業が主流であるとの通念があるようにも見えるので間合をしたの

かもしれないが、当時の座本住之一は、妻之一という座頭が祈念方をしていたが官職に就

き、後には自分の九代前の座本になっていると答えている（｢讃談帳」９－５－６)。さらに、

それを前例としてか文久二年（1862）九月に、聞役候補であった彰一が現在も土用祓いを

しているものの聞役に就任しているのである（｢讃談帳｣９－３－１７)。また､文久三年(1863）

に陰陽道の本所である士御門家から運上金を払うように要請があったという一件は、世間

一般でも陰陽師と座頭の職掌にそれ程変化がなかったからだと考えられる。

肥後当道座では、組織化された始めの内こそ厳しく芸能と宗教を分けたようだが、後に

はその境は極めて暖昧になっていったように見える。

（二）座頭の努力

肥後当道座は、職能集団組織として確立していったものの、座頭は「視覚障害者」であ

り、高官の者は別にして、農業などの生産に携わる事の出来ない社会内弱者として、その

渡世は厳しかった。

座頭の困窮状態については、「座頭帳」の至る所に記述がある。ほとんどが嘆願書の`性質

を持つものであるため、やや誇張して記されていると思われるが、それでも座頭の生活の

一端は充分に窺う事が出来る。以下、例を挙げる。

近頃当道は潮賎の風弊となり、盲人と生得の芸業を嫌い、鍼治導引などの稽古をし、そ
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の末医家の門人となり変業する者もいる。当道の行末も心配である（文久三年五月「乍恐

奉願口上之覚上間役／座本／四度／勾当→藩)、無札の芸人が増加して、盲人が廻在して

も実入りがない。農繁期は留守が多く、門弾きをしても施物を受ける事も出来ない。難渋

貧乏の盲人が在方に行っても、所によっては村番から遮られて村に入れない事も多い（文

久三年五月「乍恐奉願覚止国中座頭組頭→座本)、末々の盲人には弟子もなく、専ら町在

に出て門弾きをして渡世をしているが、近年は在中に出ても十軒の内一軒も実入りがない

（文久三年十月「乍恐奉願口上之覚止国中座頭→座本)、難渋貧乏の盲人は稽古人もなく、

所々へ門弾きに出てようやく暮らしている。中には土用祓い鍼治按摩などで渡世している

者もあるが、土用祓いと言っても年十日余りずつの稼ぎにしかならず、針療稼ぎもとても

晴眼の医家には及ばない。按摩は夏だけの稼ぎであり、利が薄い（文久三年十月「口上之

覚上座本→藩)、琴三味線指南をやっているが、近年の世上不安・物入りのため国中が質

素になり、琴三味線稽古をする者が減少した。盲目のために他に職業もなく、老親或いは

子どもなどを養っていて困窮している（元治二年＝慶応元年正月：府中座頭中→座本）な

どである。

門弾きをしながらようやく暮らしている座頭はもちろん、芸業という性質上、弟子を抱

えているような座頭でも、幕末の世上不安・物価上昇の煽りを受けて不安定な生活を余儀

なくされている事が判る。盲目であるという事で、限られた職業の中で生きざるを得ない

座頭の生活がある。

このような状況を受けて、座頭は生活向上のために、藩に向けて様々な要求を行ってい

る。

１生活向上について

①「乍恐奉願覚」（文久三年五月：御国中座頭組頭共→座本）…施物一律徴収の願出。門

弾きをやめて、これまで盲人や無札の者が排梱して得ていた施物を、五ヶ所町外上中

下の取り分を、上段は米三升・中段は米二升・下段は米一升五合ずつ竈に掛けて、年

二回施物としてくれるようにして欲しい事。現在よりも良い点は①今まで盲人・浪

人躰・盲目の婦人・無札の芸者が浄瑠璃三弦門弾きをして施物を乞うていた分の合計

に比べれば余程町在の負担が少ない事②農繁期のお百姓の邪魔をする事もなくなる

事③門弾きによる盲人の苦労がなくなる事→七月四日。不許可

②「乍恐奉願口上之覚」（元治元年五月：座本／聞役／勾当／四度→藩）…瞥女も座仲間

に加えたい。瞥女は「いたって軽い身分」で、盲人初身の者の妹分と定められて取扱

いが軽い。この事に薯女も不満があるらしいので、瞥女も座仲間にして「従格」とし

たい。半打掛の者の吹座とすると侮られる事もないだろう。座入した場合の薯女の差

し出す金は二両二朱とし、集金したものは御国中の官途した者へ割り与え、余った金

は貯蓄し不慮の事態の扶助に充てる事にしたい→六月廿七日、「是迄致来不申事を願

候」として不許可
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③「口上之覚」（元治元年十月：国中座頭共→座本）…①が却下されたので出されたもの

か。無札の素人芸人の市在への門弾き禁止と門弾きの際の施物増加の願い出。貧しい

盲人へきちんと合力米銭を施すように、忌中でも少々の施物を呉れるように、藩から

その旨の達しを出して欲しい事→十一月十三日、表立って市在に達を行う事は叶い

がたいとして却下。しかし盲人の事で大変だろうから、奉行所から少しでも施物を出

すように御郡御支配方へ話を通す事にする

④「乍恐奉願口上之覚」（元治二年･慶応元年正月：御府中座頭中→座本）…どこかの「御

間」から三十貫目を拝借して金貸しをしたい事、願い出。これまでは多くの金を貸す

程の力はなく、その上貸した相手からはI潮られ、思わしい利益を得る事が出来なかっ

たので、「拝借銭」との名目があれば取立てが速やかに行われるだろう事→この願い

出に対して、藩の念議の記録がある。時節柄拝借銭は諸間一切見込なく、しかも御府

中座頭は四十人ばかりだが、諸御郡には七百人余りも居る。難渋の度合いは在中の方

が強いので、御府中の者へ手を付けるｆらぱ在中よりも直ぐに願いが出されるだろう。

また只今飢えに及んでいるならば直ぐに救わねばならないが、それ程でもなく「ゆる

りと世渡仕候」ように見えるので、拝借の願い出は却下。但し、自身の才覚で「貸殖」

するのは勝手次第

⑤御救米拝領の願い出（座本→藩）…慶応元年十月十三日、五人。慶応二年二月、十三

人。明治二年六月、十二人→いずれも許可されている

⑥「奉願口上之覚」（明治二年八月：座本→藩）…国中門弾き許可徹底の願い出。村々を

門弾きしても（村番に遮られて）村ロまでも寄せ付けられない事も多いので、先例の

通りに御国中の何処でも門弾きをしても良いと達しを出して欲しい事→九月八日、

御郡方へ通達

２将来について－「悴共」の事一

肥後当道座は盲目の者のみが入れる「組合」であり、様々な制約の中でそれなりの生活

の場を確保してきたとはいうものの、いわば－代限りのものである。座頭の子が晴眼者で

あった場合、親として座頭は子供の将来について切実な思いを抱いていたと思われる。

①「乍恐奉願口上之覚」（文久三年四月：星沢勾当→藩）…「子供と申候ても、芸業を以

育来、農商之家二無御座候得は、幼少之頃より芸業之事のみ馴居申侯得は、生長之後も

右之稼は何程二可有御座哉」として、子供に帯刀をさせて欲しい事を願い出ており、「若

年之内文学を為励、随て武芸をも修練為仕、乍恐御国用之端=ても為勤上」たく思って

いる→六月十五日に、検校・勾当の子は生所の人数に加わる取り決めなので{苗字

帯刀はもちろん武芸稽古も禁止として却下されている

②「乍恐奉願口上之覚」（文久三年五月：聞役／座本／四度／勾当→藩）…聞役・座本は

御役を仰付られ、四度・勾当は当道三官の内に進み、今のところは何とか暮らしている
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が、「伜共」の事が今後がどうなるか不明で心痛している事。どんな御役でもいいから

御奉公させて欲しい→結果は不明。しかし①の案件が却下されているので、こちらも

叶えられたとは考え難い

③古庄勾当養子縁組願い（慶応三年）…十二月四日に藩の決定事項として、古庄勾当が子

弟を｢御昇組｣の家に養子にやりたいとの内意を申し出てきたが､古庄勾当の子弟は｢高

瀬町人数之もの」なので「御切米取」の養子取組は叶い難いとして却下

３宗教的職業拡大策

当道座は本来芸業を主とするが、上述のように、土用祓い（荒神祓い）など宗教的な活

動も行っている。これは個人的な作業であるが、さらに肥後当道座全体でもその種の職業

拡大を画策している。

①「口上之覚」（元治元年八月：座本→藩）…弁財天祭祀の願い出。近来不穏風聞があり、

座頭が殊外恐れているので、霊感院様（八代重賢）から当時の座本に授与された妙音弁

財天を、座本宅に安置して御府中の座頭が集って国家安全のため千巻「心経」を読謂し

たい。御郡中のそれぞれの組へも、国家安全の読謂を申し付けたく思っている事を許可

して欲しい→慶応元年二月、「御先代様より座頭座本江被為拝領候弁財天神前二おゐ

て天下泰平御国家安全之ため、例年春秋両度盤若心経修行いたし来侯」との記録がある

ので、許可されたのだと考えられる。この事は、弁財天祭祀が職業的に認識されたかど

うかは別として､座頭が国家のために般若心経を読論するという存在である事を公的に

認識されたという点で注目される。広い意味で座頭の生活圏の拡大を示していると考え

られる

４芸業について

①「乍恐奉願口上之覚」（慶応三年三月：元一→座本）…芸業向上と官途手続きのため上

京（旅行）の願い出。昔からやっている通りの小唄では飽きられてしまっているので

はないかと思うので、自勘で上方へ行き珍しい唄三味線を習い、帰郷の上は仲間へも

伝え、昔のように小唄を繁栄させたい→座本から藩に上申され、四月一日に許可が

下りている。しかし、この元一の旅行は後の記録から、官途手続きの際に、古庄勾当

が勝手に弟子の名附師匠になったと京都職屋敷に訴える事の方が主要目的だったと考

えられるため、純粋に芸業についての願いと言えるかどうかは難しい。芸業などの`性

質上、こうした活動は藩とのやりとりの文書には現れないものではないか

四、肥後当道座の性格一当道座と「肥後当道座」の微妙な関係一

肥後の座頭に関しては、その支配体系において、京都職屋敷の惣検校を中心とした全国

的規模の当道座と、肥後当道座がある。これは当道座の肥後における支部組織ではあるが、
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座本と聞役は肥後藩が任命し、その点に関しては当道座の権限は及ばない。一方、肥後藩

においては「四度」「勾当」という高官の座頭が、当道座を象徴する存在であり、この二つ

の関係が肥後当道座と当道座の関係を示唆しているのではないかと考えられる。

「座頭帳」には、藩の座本間役と当道座高官の関係を表す記録がいくつか見られる。以

下、その象徴となる二つの事例について述べる。

（－）年始門松建方願い

門松を年始に建てるのは、座本によると、古庄勾当が初めて願い出て許可された事であ

り、それ以前には検校・勾当でもなかった事であるという。その後は、四度になった祝い

に文久元年に宮村四度（主計一)、慶応元年に本田四度（右左一)、慶応二年に藤吉四度（要

之一）と西本四度（秀之一）がそれぞれ願いを出して許可されている。このような状況を

受けて、本田四度の門松建方願いが許可された後、座本若一も門松建方の願いを出したの

である。

「乍恐奉願口上之覚」（慶応元年十二月）

「(前略）年始門松之儀、四度巳上之面々は奉願上建方いたし申候処、右は当古庄勾当始て

奉願上建方被仕、已然は無之様二奉存侯、就ては私儀、御役稲崎検校坊並松沢勾当二ても

建方は無之様二奉存侯、就て私儀、御役をも被仰付置候御儀二付、御役前二て乍恐何卒門

松建方仕度奉存候儀二御座侯処、如何可被為在御座哉、奉願上、斯奉願上候得は分限＝起

過仕候様二御座侯へ共、私儀組頭已来拾五ヶ年無慨怠相勤、聞役より当御役と登庸仕、本

行之通御免被仰付被下候得は、当時之組頭共之心得とも罷成、自身々々後々は私跡御役を

も相勤可申覚Ｉ悟二て勤方出精□可仕と奉存候、彼四度官二罷成申候て之門松建方御免と御

座候得は、一途二存込、多分之金子調略仕、一向京都二のみ差登申候ては、別て御時節柄

御国益二相成申間敷と奉存侯、本行之通門松建方依御役御免被仰付被下候得は、右昇進之

望御座侯者は相止、弥御役威厳重二罷成、一統帰伏可仕と奉存侯（後略)」

このように、四度官の者にだけ門松建方を許せば、いよいよ座員が無理をしてでも京都

に官金を納め昇進を志すようになってしまい、それは国益に反すると若一は述べる。また、

そうしないためにも座本に門松建方を許せば、肥後当道座の御役の権威は上がり、座員は

ますます組頭から聞役、さらには座本を勤めるとの覚悟をもって出精するであろう事を訴

えている。当道座官位上位者に対抗して、座本が門松建方の願いを出している事が判る。

この座本の願い出に対する「センギ」は以下の通りである。

「(前略）四度官以上並座本聞役は私共支配仕候得共、其外は都て座本より支配仕、近年官

途ヲ侶候高官之座頭有之欲二て、身体不相応之金辿京都二差登、高官を心懸侯もの不少風

俗二相成候へは、座方=ては余程権威を震候由二て、品二より座本共心配仕候稜も有之様
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子二相聞申候間、座本役江門松ヲ差免侯ハ、、抑揚之都合も可宜哉と見込申侯、向後被差

免候ては如何程二可有御座哉」

以上のように、藩の方でも、座本の考え方を支持しており、それが藩内座頭の「抑揚」

につながると考えている。これを受けて、十二月廿五日に藩から「本文門松別段を以建方

被差免旨候条、左様可被相心得侯、以上」との許可が下りている。

（二）座内座順問題一件

この一件の発端は、「巳待」の行事の際に起こった。「巳待」というのは、座内では妙音

弁財天祭祀の事であり、－年に六度ずつ､天下泰平国家安全のために勤行する行事である。

その時の座順について、慶応元年閏五月、聞役座本から藩に訴えが出されている･

「乍恐奉伺口上之覚」（慶応元年閏五月：聞役／座本一藩）

「(前略）（已待の際）承届之為、聞役より壱人罷出申候儀二御座候、尤以前より聞役之者

ハ都て上座仕来申侯処､近来役前にて出度仕候処､座格を以上座之者より次座＝繰付申侯、

此儀二付間役より彼是及□談二申侯へども、向方は高官=墓承引不仕申候由（中略）近年

別て私聞役ともを座法を以至て軽卒二取扱、追々纏成事に呼立申侯虚、多用二紛不参候へ

ぱ失儀を申延、無躰=高官之威に傲リ申候、左様御座候ては、座中納方附兼、甚以難渋至

極迷惑之至＝御座侯間、如何相心得可申侯、乍恐奉伺上侯（後略)」

これによると、これまでは座の集まりの際に聞役は上座に座っていたのに、近来は当道

座の座格をもって次座の扱いになった事、その事を訴えても相手は高官である事を笠に着

て全く承引しない事を述べたものである。さらには、近年高官の面々は座本間役などを官

位下位者と見て軽く取り扱い、少しの用でも呼びつけ、行かなければ「失儀を申延」ると

いう有様で、非常に難渋迷惑している事を訴えている。日頃から、聞役座本と高官座頭の

間で軋礫がある事が窺われる。

これに対する「センキ」は

「座頭座本井聞役之儀は御国法を以被立置侯役人=て御座候処、勾当井四度官以下座法を

以座着いたし候節官職次第二繰付､座本間役無官之者二ては無之候得共､遥之末席=相成、

近年官途を専ら信侯高官之者有之哉=て、四度官以上之者威勢強、私之事二も座本間役を

呼寄侯様子=て、役座頭とも迷惑仕候段追々内意申出、本紙之通書付差出申侯（中略）右

之一条は年明取しらへ可奉伺と奉存候得共、座着之儀は年頭差寄集会も仕候由二付、役座

頭共仮権も少し無御座侯ては治り兼可申候間、官職不係向座二座着いたし候様差図仕候て

は如何程可有御座哉」
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というものであり、藩は､座の治まりのためにも座本間役の権威を高めようと考えており、

そのために座法の座着を退け、「官職不係向座」にする事を検討している。これを受けて、

十二月廿九日付で「座本井聞役之儀は御国法を以被立置候事二付、一統座着之節、以来官

職=不係向座二座着いたし候様、可申達旨候問左様可被相心得候、以上」と決着を付けた。

ところが、この件はそう簡単には済まなかった。

慶応元年十二月に右左一という座頭が四度官に昇進し、本田四度治部一と名を変えたが、

その「祝礼受方」の際にまたも座順問題が起きた。「祝礼受方」というのは、この場合には、

座頭が四度官になった事を座中の座頭が祝い、それを四度官座頭が受ける儀礼を指す。四

度官になれば苗字も許され、それまでの地位とは一線を画するようになるため、座頭の間

では重要な節目と考えられた。この時の座順問題がきっかけとなって、聞役・座本は再び、

これまでの座順の例をひいて藩に訴えている。

「覚」（慶応二年二月：聞役／座本→藩）

「今度本田治部一四度成二付、祝礼請方之節、私井聞役罷出候処、前々検校勾当之祝礼受

方ト相違仕居申候儀、左二奉申上候

一、往年、本坪井建町於成就院、右伝一と申者之追善、前故稲崎検校坊、故古庄勾当、同

米沢勾当、右三人在世之時分、祝礼受方二相成申候節、其時之座方役人は同間二て祝礼受

方=相成申侯、其後は追々祝礼御座候得共、罷出不申候問、篤と不存申候

一、当古庄勾当坊、米澤座当坊より当官二被罷成候節、先=座元四潮一井聞役罷出申候処、

同間二て祝礼受方二相成申候

一、山鹿湯町星沢勾当坊、祝礼之節、私方二て請方御座候節も、矢張同間二て私共祝礼仕

申候

一、其後、当宮村主計一四度成之節も、同所同室二て受方二相成申侯、尤半打掛之者は差

別も御座候

右之通、検校勾当=ても祝礼之儀、於御国は従前々同間二ていたし来申候処、此節本田治

部一四度成之祝礼已然に異り振合抜群相違仕、内二新規二敷居を栫、其外=て私共江祝礼

為致申候（中略）上より被仰付置候私共も一統之座順取扱、御役威を座官をもって軽蔑仕

申候儀、重畳得其意不申侯、私共儀従京都被申付侯役前二御座侯ハは、其分之事二御座侯

得共、奉申上候も無御座候得共、上より被仰付置候御役儀二付、何卒御威は厳重二相貫度

奉存侯（中略）如何成遠国辺鄙=ても座法は其所之国法二可随申儀、大倫二御座侯（中略）

依て向座二着仕申候儀、厳重二奉承知度侯（後略)」

０

これまでは検校勾当と言えども、座本間役は同間で挨拶をしていたのに、本田治部一は

座内での身分が違うといって、室内に新しく敷居を作り、その外で挨拶をさせたというの

である。これは座本間役にとっては「御役威を座官をもって軽蔑」する行いであり、「座法」

は「国法」に従うものであると言い切っている。
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これに対してはすぐに本田四度、宮村四度、古庄勾当から反論が提出された。

「申上侯口上之覚」（慶応二年三月：本田四度／宮村四度／古庄勾当→藩）

「(前略）（座法でいかに身分を厳しく分けるかについて述べる）右之通り之次第物二て候

得は、此度座役之者共より願立候向座之儀、御免許と成下侯ては、数百年来連綿仕候官位、

私共代二至り捨り候様成行侯ては、後年位階之面々江万不面目二相成難ヶ敷次第二付、何

卒此辺之虚可然御取揚可被下侯（中略）祝礼座礼と申侯て四度己上遂昇進仕候節、座元始

一統より礼式を受申候儀御座候、是ハ本格之寄合=て御座候、是等之外二は寄合之場無御

座侯、平常之処ハ心易を兎角なしに附合罷在侯、依之已下之者ハ兎も角も三官丈之虚は、

已前より在来候格合崩シ不申候様心得申度、此段宜敷御汲取被成下、乍恐是迄之趣意相立

申候様、御達被成下度、重畳奉願候」

「本格之寄合」における座順は厳しい当道座内の身分制の象徴であり、当道座を支えて

きた秩序であった。またその身分的差別は、高官になれば報われるものであったから、異

議を唱えた高官の座頭にしてみれば決してないがしろに出来ない｢座法｣だったのである。

この時点で、肥後藩内の四度官以上の座頭は、古庄勾当・星沢勾当・宮村四度・本田四度

の四人である。山鹿在住の星沢勾当以外は府中在住となっており、主に「御府中」での諄

いである事が窺われる。この訴えを受けて、藩は座順についての本格的な調査を始める事

となった。以下、やりとりの流れである。

慶応二年

・三月十八日「口上之覚」（星沢勾当→藩）…自分の祝礼の時には座本間役は「同間」だ

った事

・三月二十八日（藩→本田座頭坊）…祝礼の際に、聞役座本を「際越」にして「同間」を

許さない事の先例を出すように指示

・四月（本田四度／宮村四度／古庄勾当→藩）…古来からの仕来りなので、別に筆記など

はない。しかし先の米澤四度、稲本という者、松澤四度もそうしていた

・四月五日（星沢勾当→藩）…またも御問合せがあり、古庄列よりの書面の内容を承った

が、以前申上げた通り、自分の祝礼の時には座本聞役は「同間」だった

・四月（聞役→藩）…祝礼の儀を仲間、古老の者にいろいろ聞いた。竹部の染一、寺原の

沢の－，いずれも七十才以上の者であるが、検校勾当の祝礼の際、座本間役はもちろん

衆分以上は同間であったという事なので、報告

・五月一日（星沢勾当→藩）…松澤勾当宅に於いての祝礼の様子を出仕して報告する予定

だったが、足が痛くて行けないので、書面をもって報告しようと思っている

・五月四日（藩→星沢勾当）…了解。聞きたい事は、座本松澤勾当宅においての祝礼の作

法は、松澤よりの差図によって行ったのかどうか、どのような都合でそのようになった
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のか、「何々は是迄仕来之通取計、何々之稜は勾当差図を以」したという事を詳しく書

面をもって報告するように

・五月十三日（星沢勾当→藩）…役々始才敷以上の者は「同間」であり、それは松澤の指

示である事

・五月十九日（米屋徳次郎→嘉計一）…祝礼の儀は才敷以上は「同間」で、それ以下は「問

越」だった

・五月十八日（聞役／座本→藩）…五月十八日彰一より故松澤勾当の兄、米屋徳次郎女房

に間合せたところ、松澤四度成井勾当へ昇進、星沢四度成の祝礼を松澤方で行ったが、

座方役人は「同間」で礼を仕り、やがて左右に別座し、それが終わって才敷衆分以上が

「同間」で礼を行うとの事だった

・六月（本田四度／宮村四度／古庄勾当→藩）…当道の歴史と、いかに「官階」の別が厳

重に守られてきたかについて述べる。星沢勾当にも間合せたが、ただそう思ってやった

だけで、特に松澤勾当に差図されたわけではない事がわかった。今座法を変えると末に

汚名を残し、「是迄弟子相育候二も（中略）－度は検校勾当之官二は昇進致候様二と日

夜申間せ候」「ヶ様二申聞せ候ても、上三官迄昇進仕候ても、末之身分たる者と同間同

席仕候ては、高下之隔無之、無詮吹第二御座候」事態になってしまう。座法通りに取り

計らって欲しい

・十月七日（藩：熊本→京都）…祝礼のやり方について、高官座頭と座本間役では云う事

が違い、宝暦十二年に京都若山検校から当時の座本祭一に下された「座法」というもの

が伝わっているが、祝礼のやり方については不分明。「此旨決定致兼候稜も有之」ので、

実際のところを京都職屋敷に間合せて欲しい

明治二年

・七月（若一提出）…当道の由来。配当の種類、流派、出仕式の礼、官服の事、列席の節

盃の事などしきたりについて記載

・八月十六日（藩：京都→熊本）…寅年（慶応二年）十一月に職屋敷に間合せたが返答が

ないので催促したところ、当七月二十六日に別紙取調書の口上書を差し出して来た

・別紙…七月二十六日（検校座中役人：橋本忠造）調査者が調査中に病死したので延引

した事。肥後に伝わっている「座法」は真偽がよくわからないので、新しく別冊を作っ

て送るのでその通りにして欲しい

・十二月十六日（藩一座本）…京都に間合せたところ、以前の「座法」は「振候儀も可有

之哉」により、以前のものは捨てて、今度橋本忠造の送ってきた「座法」を採用するよ

うに通知

明治三年

・四月「御内意口上之覚」（座本／聞役→藩）…新規「座法」の事は了解。座頭共へもそ
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のように通知する。「御格式之通」にすると、自分達は「並官」なので、祝礼の際など

に「同間」はならず、「際越」にしか挨拶出来ない事になるが、稲崎検校・松澤勾当座

本役在勤中は才敷衆分以上は「同間」だった。近くは星沢勾当の祝礼もそうだった。こ

れは「御国許仕来之儀」である。しかも、慶応元年十二月二十九日に、一統座着の節は

「向座」にするように達が出ているので、これを勾当官の面々へもきちんと達して欲し

い

以上のやりとりを経て、ようやくこの件に対する藩の態度が示される事となった。明治

三年五月晦日、藩から星沢勾当以下宛に出された書付によると、藩は座着の件について慶

応元年からの経緯を説明し、座法では「同間」は出来ない事も承知しているとして、その

上で

「(前略）座本井聞役之儀は、御国法を以被立置御扶持方をも被下置、座本役ハ大勢之惣座

頭抑揚も仕候事二付、人物等精々と相撰候儀二て、其任二不叶者は難被仰付、官之高下二

無係事二相見申侯（中略）祝礼等座配之節座着之儀、官職=不係各向座二座着いたし候様、

及達候条、左様可被相心得侯、以上」

と申し渡した。座本間役は御国法によって大勢の座頭の支配が出来る者を任命してある事、

それは官職の高下には無関係である事を理由に挙げ、祝礼の際の「向座」を決定したので

ある。￣

こうして慶応元年十二月から続いた座着の問題は、座本間役の言い分を全面的に認める

形で決着を見た。

（－）（二）の事例は、肥後藩内での、高官の座頭と座本間役とが「座法」と「国法」を

巡って陰に陽に争ったものであり、結果的には「国法」が優先された事を示している。座

本は座内のスムーズな運営を任されており、内部の調停や対外的な交渉･座内の扶助など、

肥後当道座としての利益を守らねばならず、そのためには当道座で無官であっても、その

任に堪える者が必要とされていた。そうしてスムーズな座の運営を行うためには、座本間

役の権威が藩によって保証されたのである。

おわりに

以上、幕末を中心に、肥後当道座の制度及び活動内容、特性について述べた。

肥後当道座は、近世期肥後藩の中で行政組織の一部として機能し、行政に組み入れられ

る事で、当道座に対しても一種の独自性を持ち得たように見える。その上で、肥後藩と当

道座という二つの権威を背景に、座本を中心として、座員一丸となっての、主に生活向上

のための様々な活動が行われている。座内の平和と座員の権益を守る事が肥後当道座の役
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目であり、それはある程度成功していたのではないかと考えられる。もちろん、史料にも

繰り返し表現されたように、底辺座員の生活は困窮しており、経済的な面での保証がしっ

かり成されたとは言えないが、座員にとって精神的な支柱とはなり得たのではないだろう

か。これは当道座だけでは成し得なかった事ではないかと思われる。肥後当道座は、藩の

意向に従いつつも、時には抵抗し（同じ要求を何度も行うなど)、その権威を利用するなど

して、一つの「組織」として近世期を生き抜いたのである。

また「常之者」との「共存｣、当道座に入らずに活動していた盲人や盲僧の存在、晴眼の

芸能者との競合など、彼らとの交渉も無視できない大きな問題であり、座頭を取り巻いて

いた環境の把握は今後の課題である。．

なお当道座は、明治四年十一月三日に出された「盲人ノ官職自今被廃候事」という太政

官布告第五六八号をもって解体された。これにより、肥後当道座も終焉を迎える事となっ

た。

ＢＤ
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